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機関リポジトリ
*DSpaceの利用
が多い
業績DB
*名称/機能は多様
*大半の大学で構築
【目標】データ連携に使える
DSpace用ソフトの開発
※業績DBの改修は個別
平成19年度委託事業領域2「業績DB・IR連携プロジェクト」成果報告 金沢大学・早稲田大学・九州大学
国立情報学研究所平成19年度CSI委託事業報告交流会ポスターセッション資料 2008年6月12日～13日
ね
ら
い
【１】業績DB→IR（金大，早大）
入口の一本化：業績DBからIRへ
どちらも学内の教
育・研究成果を扱う
＝データが共通
開
発
業
績D
B
A:ファイルアップロードツール
*メタデータ受信＆XML出力
*ファイルをアップロード＆格納
B:Import用ファイル変換ツール
*XMLをImportツール用に変換
*XMLのタグをDC名に変換
D:ハンドル情報変換機能
*業績IDとハンドル番号を持つ
アイテムを業績DB側から取得
C:DSpace Importツール
*既存の機能のカスタマイズ
*Import先の固定＆ワークフロへ
→２タイプに分けて開発。以下，【１】についてのみ紹介
【２】業績DB⇔IR（九大）
ユーザ支援型
現
状
と
ニ
ー
ズ
2008年3月DRFメーリングリストを通じて，業績DBとの連携につ
いてアンケートを実施
【結果】
需要はある。
「運用状況，利用実績を知りたい」という要望…
→需要・要望に応え切れていない。
■H18開発，■H19開発
モジュールに分けて開発
業績DBから，業績IDとメタデータ
を出力後，左の図のA～Dの
処理を順次実行。
【目的】機関リポジトリの視認性向上
【機能】業績DBと機関リポジトリのデータ連携
開発したプログラムと調査結果は以下から公開
http://www.lib.kanazawa-u.ac.jp/kura/achievement/index.html
画
面
例
全文を送りたい論
文を選択
送信ボタンを押すと
別ウィンドウが開く。
PCのデスクトップ等
の全文ファイルを指
定し，「決定」を押す。
KURAに登録
＆公開
★附属図書館
の作業
１）附属図書館
に翌朝届く
２）各雑誌の著
作権ポリシーを
図書館で確認
３）登録ファイル
については，差
し替えを行う場
合もあり
業績DBの
検索画面
KURAへのリンク
ハンドル番号と業績IDを業績
DBに戻す。
１．システムに関する課題・・・汎用的なプログラム作成の難しさ
どのDSpaceでも．．．という狙いだったが →DSpaceのバージョンに依存
業績DBはさらに多様。しかも図書館以外が管理．．． →システム改修の敷居が高い
★ポイント 他の学内システムにも通じる課題ではないか？
→発生源入力，XMLによるデータのやり取り，項目の共通化/全国標準化…＝学内システムの融合化
２．著者の同定に関する課題・・・ コンテンツと著作者の同定機能の実装が必要・・・科研費個人番号，業績ID
学内外の研究者情報システムとの連携を視野に入れる必要・・・KAKEN ＤＢ，ReaD，各種ハーベスタ
★ポイント 以下の実現に向けて，今後も継続して検討する必要あり。
①著者の機関間異動後の同定， ②同姓同名や改姓した研究者の同定， ③JuNii+などのハーベスタ側での同定
３．システム以外の課題 IRの根本に関する問題＝自主的投稿実現の難しさ
理由１：業績DB自体の使いにくさ（学内的な問題）
理由２：IR登録のメリットをアピール仕切れていない
(現状）紀要は即IRへ／IRでなくてもOA誌として読める／ 終稿登録は嫌／登録許諾されていない…
→そういう中でどういうメリットを出せるのか？
（例）詳細なアクセス・ログデータの提供，量(Critiral Mass)の魅力…
それとも，業績DBへの代行登録の方が喜ばれるか？
課
題
目
標
【目標１ 】 学内の業務システム融合化の枠組みの構築
（参考）大学業務システム融合化研究会報告書
http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/gen/gen4/yuugouka/report-get.html
【目標２ 】 まず，学内の業績DB登録の必須化
【目標３ 】 IR登録のメリットを目に見える形でアピールすること
（参考）関連して開発したプログラム
アイテム一括移動ツール
今回開発したプログラムを使った場合，
DSpace内の特定の作業用コレクションに
登録されることになる。
アイテムマッパーを使って，任意のコレク
ションにマッピングすることは可能だが，同
じデータが二重にあるように見えるため，
アイテムの所属コレクションを一括して変
更するツールを開発した。
